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資源 研究 の デ ータ収 集 に は,1950年 代 か ら標 本 調 査 の理 論 が導 入(た と えば 東 海 区 水 研,

1953)さ れ,今 日の沿 岸 重要漁 業 資源 調査,200カ イ リ水域 内 漁 業 資源 調 査な どに 引 き継 が

れてい る。 これ らの 調査 は・ 主に 体長 組 成 の推 定 を 目的 と し,標 本 抽 出 は多 くの 場合,入 港船 ・魚

体の単 純2段 階 ラ ン ダム サ ン プ リン グで あ る。 日本海 区にお け る浮 魚 類 調査 につ い ては 入 港船 の抽

出 は調査 日に おけ る有 魚船 ム ら2隻 以上 と規 定 され ℃ い る(日 水研,1979)が,と の 規 定 が 漁

船間 におけ る体 長組 成の 変 動 をお さえ る こ と を 目的 と して い る ので ある な らば;推 定 の精 度 をよ り

高め るた め には 入港 船 か らの抽 出数 を決 め て お く必 要が あろ う。 とい うのは,入 港 船の 漁 獲 物 が同

一銘柄 で あって も,市 場 で の銘 柄 は 体 長範 囲 が 広い か ら,体 長組 成に 差 が ない とは限 らな い か らで

あ る。 ここでは 浜 田港 にお け る調 査 に も とづ き,標 本 魚 体 と標本 船 の 抽 出 につ い て 検討 した。 得 ら

れた結果 は次 の とお りで ある。

1)同 一 調査 日にお ける マ サバ お よび マ イ ワシの 漁獲 物 が,複 数 の魚群 か らの もの で 構成 され て

いた こ とが推定 され た。 この こ とは,体 長 組 成 め 変動 をお さえ る 目的 の調査 に 対 して,漁 船 の 抽 出

数の決定 とい う問題 を提起 してい る。

2)測 定 者 に よる 魚体 測定 の 偏 りは 認 め られ な か った。 した が っ て体長 測 定 に あた って は,測 定

部位が 同 じで あれ ば測 定 者 に よる偏 りとい う問題 はな い と考 え られ る。

3)浜 田港に水揚げされる漁獲物は複数の魚群からのもので構成されていると推定されるから,

正確な体長組成を求めるためには各群から標本を抽出すべきであり,そ のためには8漁 船中から少

くとも5漁 船 の抽 出が 必要 で ある。




